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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 今回が初めての支援への参加でした。未だにデコボコした道路や傾い

た電柱など、当時の爪痕の残る場所の数々がとても印象的でした。実

際の支援では福祉の現場のみならず、厨房の補助もさせていただき、

現在も人員不足の悩みがつきないということが感じさせられました。一

方で利用者のために力を尽くす職員さんたちの様子には自分も頑張ら

ねばという気にさせられました。今回の支援での経験を周りにも伝え、

今後も少しでも力になることが出来たらと思います。今回関わらせてい

ただいた皆さん本当にありがとうございました。 

（愛知県 ゆたか福祉会 小林稜汰） 

  

 
協力団体と連携により、

とりくんでいます 

 能登支援に初めて参加しました。実際に被災地を見て被害の大きさを

感じました。何回も訪れているスタッフに聞くとこれでもだいぶ改善さ

れたんだよと教えてくれましたが傾いた電柱、道の凸凹は到る所に見

られました。支援に入った作業所では様々な作業をし、製品を作成して

いました。理事長は工賃を上げたいので色々と努力していると話され

ていました。地震や大雨被災され大変な状況の中、前を向いて努力して

所に心が打たれました。現地で何が起きているのか学べる貴重な経験

となりました。これからも少しでも力になれればと思います。 

（埼玉県 サポートハウスみんなのて 絹山浩司） 
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～現場支援と個別支援のとりくみから～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

  下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

 5 回目の能登支援です。今回は、ゆうの丘の支援

に入らせて頂きました。ちょうどその日に、地域の

お神輿と獅子舞が施設にやって来ました。利用者

の皆さんがとても楽しんでいた様子を見てこちら

も嬉しくなりました。また、地域の子どもたちがた

くさん踊りに来ていて、こういう形で交流できる場

があるのは貴重なことだと思いました。今回もまた

新たな出会いがありました。この繋がりを今後も大

切にしていきたいと思います。また来ます！ 

（長野県 アルプス福祉会 関浩一） 

 障害のある人たちとこの数日一緒に作業をしていると、やっ

と日常が戻ってきたように見えます。しかし大雨が降ってくる

と不安になったり通所を控えるひとも出るなど、目には見え

ない不安が感じられます。職員も、震災に続き豪雨災害で疲れ

が蓄積しているのがよくわかりますが、みんな仲間が好きなん

だという気持ちが支えになっているのだと思います。少しでも

明日につながるように私たちも、微力ながら頑張りたいと思

います。（大阪府 いずみ野福祉会 上月正洋） 

 

 

 カジノにつながる「大阪万博」が実質、大幅な赤字を出して終

りました。今度こそ人・資材・重機・資金等を集中して能登の復

興に集中して投入して欲しいと思っています。震災後一年十ケ

月・豪雨後一年になるのに被災者の目線で見れば復興の状況

はまだまだ。被災された方々が明るい明日を展望を持てるよ

うに私達も頑張って後押しをし続けていきたいと思います。

（神奈川県 夢２１福祉会 佐藤文明） 
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